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ハー ドデ ィスク装置の面記録密度向上のためには、垂直磁気記録方式を用いて、磁極 ト
ラック幅を狭小化 し、磁極材料に高飽和磁束密度(Bs)材料を用いる必要がある。 しか しなが
ら、垂直磁気記録方式特有の問題点の1つ である、記録磁極の残留磁化に起因す る記録後
の信号消去(ポ ールイ レー ズ)が 高記録密度化に伴って顕在化す る。著者は、記録磁極の
材料特性か ら、ポールイ レーズ発生メカニズムの解析 と抑制方法について検討 した。具体
的には、記録磁極に生 じる応力歪に着 目し、逆磁歪効果によって誘導 され る磁気異方性エ





第3章 では、磁極 ヨークならびに磁極先端の磁区構造 と材料特性 との関係について記述
している。磁極 ヨーク内の磁気異方性エネルギーの誘導要因を分析 し、ポールイ レーズ抑
制に必要な磁極 ヨークの磁区構造の形成要件を明 らかにした。その結果、成膜時に誘導 さ
れる磁極膜の磁気異方性エネルギーが、加 工後磁極 ヨーク内に誘導 される磁気弾性エネル
ギーの4～6倍程度必要であることを明 らかにした。また、磁極先端の磁化過程の観察を行
い、磁極 ヨークの内部応力に起因する不均一な応力場 によって磁壁の ピンニングが生 じて
いることを明 らか とした。
第4章 では、磁極先端の残留磁化状態を観察 し、逆磁歪効果 との関係 について検討 して
いる。磁極先端部の磁 区構造の再現性 を高めて残留磁化状態を安定させ るためには、磁極
膜に高い内部応力 を付 与し、磁壁 のピンニング効果 を導出することが有効であることを見
出 した。また、磁気力顕微鏡によって磁極先端部の媒体対向面(ABS)上の残留磁束強度を
評価す る手法を確立し、磁極先端の逆磁歪効果による誘導異方性エネルギー と残留磁束強
度が相関関係を持つことを見出 し、ABS上の残留磁束の低減法を明 らかに した。 これは、
工学上非常に重要な成果である。
第5章 では、ポールイ レーズの発生状態を測定 し、その抑制に必要な材料特性 について
記述 している。 ポールイ レーズ抑制のためには、磁極先端の逆磁歪効果 による磁気弾性エ
ネルギーを一26x104erglcc以上としてABS上の残留磁束を低減 し、かつ磁極膜 の内部応力
を6.Ox10gdynlcm2以上として磁壁のピンニング効果を導出する必要があることを示 した。
本結果 は、磁気ヘ ッ ドの構造が変化 した場合でも適用可能であ り、磁気記録工学上有用な
知見である。
第6章 では、垂直磁気記録用ヘ ッ ドの高記録能力化のため、B,=24kGの磁極材料 を用い




以上要す るに本論文は、垂直磁気記録用ヘ ッドにおけるポールイ レーズ発生メカニズム
の解析 を行い、その抑制方法を明確化 した ものであ り、電子工学および磁気記録 工学の発
展に寄与す るところが少な くない。
よって、本論文は博士(工 学)の 学位論文として合格 と認 める。
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